
 

審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 第４回 松阪市高齢者保健福祉計画等策定委員会 

２．開 催 日 時 令和２年９月３０日（水） 午後１時３０分～午後３時３０分 

３．開 催 場 所 松阪市福祉会館 大会議室 

４．出席者氏名 

（委 員）◎ 志田幸雄、渡邊幸香、多賀幸子、福本詩子、小堀峯

男、濱田迪夫、谷香代子、濱口早弓（リモート）、青木浩乃、奥田

隆利、宮田興子、萩原利一、斎藤浩介（リモート）、前野妙子、山

口直美、田中厚子 （◎会長） 

（事務局）薗部功、田中孝子、宇佐美毅、三宅泉穂、小泉貴史、

大野千賀子、西山充代、藤牧郁子、上阪伸子、前川肇子、 

大西郁子、池田朱美、池田元彦 

５．公開及び非公開 公 開 

６．傍 聴 者 数 ３人 

７．担 当 

松阪市健康福祉部 介護保険課 担当：大野、池田 

TFL 0598-53-4058 

FAX 0598-26-4035 

e-mail kaigo.div@city.matsusaka.mie.jp  

 

協議事項 
１． 開会 
２． 第３回 松阪市高齢者保健福祉計画等策定委員会の訂正、質問事項 

 ３．議事 
  （１）第９次松阪市高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画策定に盛り込みたい

ポイントについて 
    

 
議事録 
 別紙 
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令和 2年度 第 4回松阪市高齢者保健福祉計画等策定委員会 会議録 

 

日   時 令和2年9月30日（金） 午後1時30分から 

場   所 松阪市福祉会館大会議室 

   

1. 開会 

 

2.第3回松阪市高齢者保健福祉計画等策定委員会の訂正、質問事項について【当

日資料１，当日資料２】 

 

3.協議事項 

（1）松阪市第９次高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画に盛り込

みたいポイントについて[第 4回策定委員会資料(案)]【当日資料 3】 

 

4.その他 

 請願第 7号【当日資料 4】 

 

5.次回の委員会開催日程について 

 

6.閉会 
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第 4回松阪市高齢者保健福祉計画等策定委員会 

 

令和 2年 9月 30日（水） 

午後 1時 30分～同 3時 30分 

松阪市福祉会館 3階大会議室 

 

1.開会 

事務局：第 4回松阪市高齢者保健福祉計画等策定委員会を開催する。 

 

会長（あいさつ） 

 

2.報告事項 

第3回松阪市高齢者保健福祉計画等策定委員会の訂正、質問事項について 

【当日資料１，当日資料２】 

 

（事務局説明） 

 

（質疑応答） 

質問なし 

 

3.協議事項 

（1）松阪市第９次高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画に盛り込みたいポイン

トについて[第 4回策定委員会資料(案)]【当日資料 3】 

 

会長 ：2ページと 3ページに、左側が先ほどご説明いただいた現在進行中の計画、今これ

で進んでおります。それが 3ページのほう、次期の修正案、次の計画の案というこ

とで出ております。ご説明もありましたように、基本理念であるとか、そういうと

ころは全く変わっておりません。現在の計画をまたあと 3 年間、来年から進めて

いくというところでございます。基本的施策、そして説明がありました施策の事業

内容等については少し修正が書いてありますけれど、基本的には今年、今年度、そ

して来年度と 3 年間ずっと同じような流れの中で進んでいくというふうに解釈し

ています。 

それではいかがでしょうか。質疑に入りたいと思いますので、市民委員の皆様も、

どんなことでもよろしいですから、気が付いたことがありましたら、専門的な委員

の方もみえますけれど、どんなご意見もやっぱりとっても大事だと思いますので

よろしくお願いします。因みに今回は盛り込みたいポイントということで、今回の



3 

 

委員会ありますけれど、次回、次々回、つまり、9 月ですので、10 月、11 月と、

やはりまだまだこれからポイントについて、事務局を中心に細かくまた協議して、

また具体的な内容を、1回、2回と盛り込んでいくということになります。今日は

それについてはポイントということで出ておりますので、当然、ポイントの修正と

かポイントをもう少し変更したりすることも現状では可能だと思いますので、遠

慮なくお願いしたいと思います。 

ご意見がないようですので、まず口火を切っていただいてもよろしいでしょう 

委員 ：認知症の関係で関わっていますので、その辺り目につきまして。8ページの「認知

症施策の充実」というところですが、「次期計画に盛り込みたいポイント」の中で、

3 つ目の「家族支援の充実」で、「認知症に寄り添う部会への介護経験者の参加に

より」と書いていただいて、これは非常に重要ですけれども、私が以前から申し上

げているように、できれば認知症の方、当事者の方に、ご本人さんに参加をしてい

ただければというふうに思っております。難しいとは思うのですが、ぜひそこも目

指すという文言を入れていただけるとありがたいなというふうに思います。 

 あとは 1 つ質問ですけれど、10 ページの「生活困窮者・自殺リスクの高い人を早

期に発見する」というところでございますが、このコロナウィルスの関係等で非常

に自殺リスクが高まっているということがございますので、松阪市のほうで、年間、

三重県、その中で松阪市はどれぐらいの方が自殺で亡くなってみえるのかという

ところと、それから、前年と同時期で、この時期と比べて増えているのかどうか、

もしわかれば教えていただければと思います。以上です。 

会長 ：どうでしょうか。すぐはわかりませんね。じゃあ、また調べて次回ご報告してくだ

さい。 

他にいかがですか。それではお願いいたします。 

委員 ：いくつか質問があるんですけど。4ページに次期計画の事業っていうので「①在宅

医療と介護の多職種連携の推進」と書かれていたのですが、今、その「他職種勉強

会」であったり、「顔の見える連携部会」というのは現在あると思うんですけど、

それ以外に実施してこうと考えていることが具体的にあるのであれば、教えてい

ただきたいのと、また、「他職種勉強会」や「顔の見える連携部会」で具体的にど

ういう活動に取り組んでおられるのか知りたいです。 

事務局：在宅医療と介護の多職種連携の推進、第 7期計画では、地域包括ケア推進会議を進

めていくというような内容を明記しておりました。それは 4 ページの下の図の左

の真ん中にある「地域包括ケア推進会議」ということなのですが、ここで医療の分

野、介護の分野、それから行政、そして市民の立場、いろいろな多職種の方が集ま

って地域の高齢者の在宅で、在宅でと言いますか、この松阪市で医療的なケアが必

要になっても住み続けられるのにはどうしたらいいかという協議をずっと進めて

きております。それをもう少し具体的な取り組みに広げていくために、「多職種勉
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強会」であるとか、「顔の見える連携部会」がございます。「顔の見える連携部会」

の中で、実は、お医者さまや、それから施設にお勤めの介護関係者の方や、あと松

阪では大きな急性期病院の地域連携室におられるワーカーや、退院調整看護師、あ

るいは院長先生に至るまで一堂に会して、この地域の在宅医療と介護の連携を進

めるのにはどうしたらいいかという話し合いを前年度何度もしてまいりました。

それで、ハンドブックを作成しています。今度は、それをどのように活用していく

かっていうことが、活用の話し合いを進めることが大事かなと思っています。それ

以外にも様々な取り組みがあるのですが、今のところ、今ご紹介した「医療と介護

の連携ハンドブック」を作っているっていうことが、様々な多職種の方の本当の連

携を進めていく第一歩になるかなと思っております。以上です。 

委員 ：そのハンドブックについての質問ですが、ハンドブックの意味合いっていうのは、

ハンドブックをいろんな事業者の方が見て、だいたいの流れがわかるようなもの

ですか。そういう形のものっていうことですか。 

事務局：連携の流れがわかることもありますし、あとは、まずは顔の見える関係を作ってい

くっていうことが一番大事かと思うのですが、マニュアルではなくて、そこに書い

てある様々なエッセンスをみんなが見返しながら、じゃあ、次、どこと連携すると

きにはこういうことを注意しながらやっていけばいいのだな、というような、カチ

ッと固めたマニュアルではありませんが、それを基に顔の見える関係をもっと深

めようというようなものでございます。中身の更新も今後していきたいなという

ことで考えております。以上です。 

委員 ：他に、ICTのことも出てくるのかなと思っていたのですけれど、特にそういうのは

ないのですか。 

事務局：説明不足で申し訳ありません。ICT に関しましては、平成 30 年 6 月からカナミッ

クネットワークという業者さんに委託契約を始めまして、今、愛称を「すずの輪」

ということで、松阪地域のお医者さまやケアマネさんを中心として様々な職種の

方が、今、500 弱 ID 登録をしていただいておりまして、地域の在宅介護を受けて

おられる患者さんの情報共有に使っています。以上です。 

会長 ：「多職種勉強会」につきましては、一堂に会すると、150 人から 200 人位の方が、

医療、介護だけではなくて、地域の住民の方とか、警察の方や消防の方も含めて集

まりますので、それだけの人数が今集まるということはちょっと不可能ですので、

やり方をいろいろ今、多職種連携の部会がございますので、その中で検討されて、

新しい形の多職種連携を模索しているところだと思っています。またご意見いた

だきたいと思います。 

委員 ：ありがとうございました。 

会長 ：他にいかがでしょうか。 

委員 ：7ページの「支え合いの地域づくりの推進」ということで、今、この住民協議会と
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自治連合会が令和 3 年 4 月をもって 1 つの組織になるということで、今一生懸命

私たちも地域づくり、あと会則等をいじっている中で、どんどん高齢者率が上がっ

ている中で、こういう取り組みすごく大事だなっていうことで、自分たちの事業の

中にも取り組んでいかなきゃだめだなという話も、今日の午前中の会議でしてき

たばかりです。地域にいろいろ入っていただいて、どんどんやっていただきたい、

という中で、ここに来てもらえないような、なかなか踏み込んで自治会長会議にし

てもいろんな会議にしても、こちらからお願いすると来ていただくのですが、こう

いうことがあります、こういう会を作ってもらえませんか、こういう時間を作って

もらえませんか、といっていただいており、そういう組織に入って、令和 3年 4月

からは各地域も組織が 1 つになりますので、ぜひともそういう機会をどんどん作

っていただき、私たちは、今日もその会議の中で、もっともっといろいろ聴かせて

いただいて、それを予算にも事業にも充てていきたい、という話をしたところです。

もっと地域に私たちも本当に寄り添っていかないと、行政だけではだめだという

ことも十分地域でもわかっておりますので、ただ、どういうふうにしたらいいのか

っていうのが、つかめてないっていうのが、私たちの考えですので、ぜひとも教え

ていただきたいと思います。以上です。 

会長 ：ありがとうございます。何か事務局コメントございますか。お聞きしといてまた後

ほど。とっても今大事なことだと思いますけど。 

事務局：前向きな、そして行政への協力依頼も含めたお声がけをいただいて本当にありがと

うございます。住民自治協議会に来年度から変わっていくといういろんな情勢の

中で、地域の方が、地域の高齢者を自分たちどうしで、互助の力で助け合っていこ

うというところにはどんどん私たちも協力をしてかなければならないと思ってい

ます。7ページの実施施策の 2つ目に書いてありますように、生活支援コーディネ

ーターという役割の人が地域包括支援センターには配置されています。その方々

と行政と、あと社会福祉協議会の中にもそういう地域づくりをお仕事にされてい

る方がおられますので、そこと連携しながら頑張っていきたいと思います。どうぞ

これからもお声がけとご指導のほうよろしく願いしたいと思います。 

会長 ：他にいかがでしょうか。 

委員 ：7ページの実施施策「(2)高齢者福祉サービスの充実」というところですけれど。2

つ目の項目には「移送サービスについて地域とともに検証を図り、効果的な事業整

備に努めます」ということで、実施事業の「④移送サービス」のところにスポット

ライトが当たっているような形ですけれども、その上の①②③のところにも、訪問

であったり通所であったりっていう形の在宅を支えていく介護サービスがここに

は列記されているのですが、現在のところ、地域の山間部のところでは事業所が撤

退をされて、地域格差、サービスの地域格差が出てきているような状況が今もう見

え隠れしているような状況です。ですので、移送サービスも数年も前から、やはり
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病院への通院であるとか、透析であるとかっていうような形での困難さっていう

のは出てきている問題だと思うのですけれども。それを含めて、今度、訪問であっ

たり通所であったり、在宅での看取りを支えていきましょうというふうに使われ

ていく中で、在宅の医療の先生、看取りをしていただける在宅医療の先生たちのご

協力ももちろん必要ですし、医療の訪問看護であったり、訪問系のナースであった

りヘルパーであったりっていうところも欠かせない部分だと思いますので、そこ

の部分についてもやはり検証であったりとか、地域格差をこれからどう埋めてい

くのかっていう部分も含めて、ここは検討していただけたらなと思います。 

会長 ：はい、全く同感です。この移送サービスのところは長年の懸案ではありますけれど、

さらっと書いといてあって、さらっといつも終わっていくのですけれど、実際はあ

まり進展か少ないというか。福本委員がおっしゃったところで、今、移送サービス

について今後どういうふうにこの事業計画の中に書き込んでいくのか、あるいは、

縦割り的横断的に難しいのか、その辺はその辺のところまで書くのでしょうか。お

願いします。 

事務局：超高齢化社会対策委員会の中間報告書っていうのが 7月 30日に市長のほうに出さ

れました。その中でも公共交通のことっていうのは謳われておりますし、明日から

ですが、「超高齢社会を考える市長と語る会」っていうものが 10月 1日から 11月

25日まで、10回に分けて飯南、飯高をはじめ、松阪地域 10か所に高齢者支援課と

介護保険課と市長とお話を聴きに行かせていただきます。その中で出てきた意見

を真摯に受け止めて、関係部局と共有をさせていただいて、今の段階ではここまで

しか書けないのですが、もう少し進んでいく中で具体的に書けるところがあれば、

この中に盛り込んでいきたいと考えております。 

会長 ：ありがとうございます。この問題はいろんなことを含んでおりますし、私なんかも

免許の返還とかですね、そういうことも関係があると思いますし、その辺は今の流

れの中でぜひこの事業計画の中にもできるだけ入れていただきたいなと私も思い

ます。 

他にいかがでしょうか。お願いいたします。 

委員 ：もし私が来る前に言っていただいていることでしたら申し訳ないんですが、「地域

包括支援センターの機能強化」ということで 5 ページに大きく取り上げていただ

きまして、ありがとうございます。地域包括支援センターの業務が日々たくさんあ

ってと言いますか、やらなければならないことがたくさんあってという中で、機能

強化を果たしていただけるというのは大変ありがたいですけれども、業務の中の 1

つとして地域ケア会議というのがありますよね。その中で、各包括支援センターが

地域ケア会議を開催する中で、抽出をした地域課題を市の施策ですとか、例えばこ

の計画に生かしていくというような仕組みが今の段階で少し弱いのかな、という

気はしていまして、何かしらそこの道筋を松阪市でつけていただけるといいなと
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思うのです。先ほどからご意見として出ている移送のことであったり、地域格差の

ことであったりっていうのは、各包括支援センターから繰り返し、繰り返し地域課

題としてあげられているものですので、なかなかそれが解決していかないという

ような事例を抱えながら仕事をしている状況ですので、何か、矢印がどこかとくっ

ついていくといいなと思います。以上です。 

会長 ：ありがとうございます。事務局、意見としてよろしくお願いいたします。 

他にいかがでしょうか。どんなことでも結構ですのでお願いします。 

委員 ：初めてこういう会に参加させていただいておりまして、本当に高齢者が、地方とい

うか地域にあたるのですけども、定期的に老人会とかそういうのがありまして、そ

こにも出向いていただきまして、いろんな指導と注目などをしていただいている

のは、参加される高齢者の方も楽しくやっているという光景がすごくありますの

で、そういうことは継続され、続けていけるといいなというふうなことは日々感じ

ております。ありがとうございます。資料の充実にいつも興味を持ちながら、何か

地域にもう少し活動的なことが根ざしていけたらなということも感じてはいます

けれども、ありがとうございます。 

会長 ：また、後ほどでも気が付かれたことがありましたら事務局のほうへおっしゃってい

ただいても結構ですから。 

委員 ：私も父の介護を看て、今、母が 89歳なのですよ。13ページに載っております「今

後増加する施設での看取りへの対応に加え、在宅での看取りへのニーズ」、この辺

りが今後、今施設もいっぱいで、在宅での看取りも、父の場合は施設で看取っても

らったんですけど、母の場合は在宅での看取りをしたいと思っているので、この辺

りを充実していただけるとありがたいと思います。私もボランティアみたいなこ

とをしているのですが、第二包括で支援を受けてしているのですが。私も 67歳な

んですけど、67歳で若いほうで、「あんた若いから頑張ってやってよ」って言われ

るのですけど、もうリーダーの方が 80近くなられて高齢化が進んでいるので、も

っと若い人たちのこういうボランティアへの取り組みの、ちょっと言い方が下手

ですが、そういう人たちのすくい上げを、行政と第二包括とかいろんな方が協力し

て、もっと若い人たちを吸い上げていただきたいなと思います。すいません、まと

まらない意見で。 

会長 ：いえいえ、ありがとうございます。事務局でそのような若い方の育成というか、目

玉の事業っていうのはどれになりますか。特にないのですか。 

事務局：ご意見ありがとうございます。いろいろ皆さんご意見あるかと思うのですが、それ

に対する答えもあるかと思うのですけど、1つとしては、高齢者ボランティアポイ

ント事業という、ご存じかもわかりませんが、「ささえさん」っていう事業がござ

います。それは、一応 65歳以上の人が、デイサービス等へ出向いてボランティア

をしていただくとポイント還元があって、現金が年間 5000円上限で戻ってくるっ
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ていうような社会貢献活動ですが、これについてポイントは入らないけれども、ど

のような年齢の方であっても受け入れをしておりますので、そこの PRは年齢関係

なくもっと PRをしていかなければいけない、と思っていることが 1つです。あと、

介護予防の事業を、お仕事をリタイアしてからやっと地域デビューされる方が多

い中で、もっと若い働き盛りの人にも何かのきっかけで携わってもらって、その後、

また介護予防の教室やそういう地域の集いの場に出ていただけるような取り組み

も、包括支援センターの人と協力しながら、あきらめずにやっていきたいと思って

おります。ありがとうございます。 

事務局：失礼します。事務局のほうに健康づくり課が入っておりますが、密を避けるために

本日は来ておりません。資料の 6ページの 1の予防のところですが。実施施策「(1)

健康づくりの推進」の中の盛り込みたいポイントの 3 つ目で、なかなか若い年代

で、地域へのボランティアをやっていただくことは難しいんですけれども。例えば、

食生活改善推進員については食を切り口に、そしてウォーキングサポーターは運

動を切り口に、ボランティアで活動をしていただくというようなお誘いをさせて

いただくと、そこから地域へのボランティアに繋がっていくということで、食生活

改善推進員さんのほうは女性が多いですけれども、ウォーキングサポーターのほ

うは本当に退職後の男性陣が多い、という特徴もあって、少し目先を変えたボラン

ティアの活動ということで、健康づくり課で養成に取り組んで、その後の活動の支

援をしているというところもございますので、ご紹介させていただきます。 

会長 ：ありがとうございます。そういう努力をもっとやっていくということですよね。そ

れでは、何かお気づきの点よろしいでしょうか。 

委員 ：民生委員も高齢化が進んでいて、もう民生委員が介護をしてほしいような時代にな

っております。だから、そういう若い人が入っていただけるように、何かこう、何

か魅力のある、よくわかりませんけど、皆さんが頑張ろうという魅力のあるキャッ

チフレーズを市のほうから制定していただくとありがたいなと思います。 

会長 ：ありがとうございます。お願いします。 

委員 ：公民館に私は携わっているので、公民館にいらっしゃる高齢者の方はとても元気で

す。なので、6 ページの施策「(3)社会参加と生きがいづくりの推進」というとこ

ろで、本当に生き生きとしていただけるので、ここは推進してほしいところですけ

れども、そういうところに出られないひとり暮らしの人とか高齢者の方がたくさ

んおられる実態があります。7ページの生活支援の「高齢者が地域で暮らす体制づ

くり」では、出られない高齢者に対しての手立てっていうのを考えていただけたら

なと思います。地引で組織をして何か行事をするとしてもなかなか出られない方

が多くなってきているように思いますので、そこの細かな手立てがこれから必要

になるのではないかな、と思います。 

それから、ボランティアの年齢がだんだん高くなる一方で、お二方がお話されたと
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思うのですが、例えば、企業の研修会に若い方もたくさんいらっしゃるので、市か

ら出向いて行って高齢者に対する研修とか、啓発などによって、若い人たちもこの

高齢者社会に目を向けていただけるような働きかけをしていくと、またボランテ

ィアをしようか、という人たちも増えてくるのではないかな、と思います。仕事が

終わってからの人たちは 65歳以上になってくるので、それからというと大変です

ので、その前に教育をするというか、子どもでもそうですけれども、やはり成人に

なった若い方々にこれからもっと働きかけをする必要があるのではないかと考え

ます。以上です。 

会長 ：貴重なご意見ありがとうございます。それでは、よろしいでしょうか。 

委員 ：現在、職員の方にいろいろとお世話になっているところがあるわけですが、山間部

における人口比率は、昼間人口と夜間人口がすごくギャップがあります。と言いま

すのは、若い方の参加を呼びかけていきたいのですが、住民協議会、それから、あ

らゆる団体の方もそうですが、今回、自治会が住民自治協議会方式に移行するので、

この住民自治協議会、役員も固定化された状況の中で、若い人になかなかなってい

ただけないという山間部の現実もございます。都市部におかれても同じような現

状で、職場を持っている方が消防団活動で人を探してもなかなかなり手がないと、

なっていただく方を探しても、とてもではないけどすぐの災害に間に合わない、だ

から老年の消防団を作らなければならないという、そんな実情がありますので、若

い方、生活の関係で大変お忙しい中で、そういうボランティア的な形に入っていた

だくっていうのは本当に 100 人いて何人あるか、というような非常に困難な状況

になっていると思うのですけど。私どもも、まだ 70を超えてもこういう形でいろ

んなところへ出て、仕事で携わらせていただいているという状況の中ですので、や

はり歳を考えずに動けるあいだは現役だ、という感覚の中で、進んでいただく方が

一番大事なんじゃないかなというふうに思っております。ちょっととりとめのな

い話になってしまって申し訳ございません。 

会長 ：ありがとうございます。 

委員 ：私の経験から申し上げたいのですが、私の妻はちょうど 4年ほど前に他界をしまし

た。それまでに、7、8年前からパーキンソン病を患っておりまして、初めのころ、

3年ほど私が家で看ていたのですが、老々介護ということで、私の力では世話がで

きないということで、最終的に 6年ほど施設のほうへお願いをしていたのですが。

私の要望というのは、今度の総理もデジタル化ということがさかんに言っていま

すが、同じような書類を、毎年 4 つか 5 つぐらいの場所を回って、書類をもらっ

て、それを国のほうへ提出しなければならない、ということがありました。それは

国とか県の方針がありますので、それは簡単に変えられないと思いますが、そうい

うことがあっても同じで、施設でお世話をされているわけですが、書類は作成して

もらえないので、私がそれをやっています。ここでも、同じような書類を毎年同じ
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ような時期に提出をしなきゃならんっていうことは、私も老齢化しているので、あ

っちこっちへ出歩くこともできないから、できたらそういうことを改善してもら

いたいというのが、私の要望で、皆さま方にも知っていただきたいと考えておりま

すので、今後ともどうぞよろしくお願いをしたいと思います。以上でございます。 

会長 ：ありがとうございます。どうでしょうかね、そういう書類とか、ご高齢になってい

ろんなことを簡略化というか、今、IT でいろいろやっていますが、何かいい方法

を行政では考えているのですか。 

事務局：本当に大切なことだなと思いながら聴かせていただきました。とても、高齢者福祉、

そして介護の分野では進んでないのですけれど、市役所の中では、例えば戸籍住民

課と言いまして、いろんな住民票を届け出するところでは、書かない窓口をめざし

て、iPad に入力を職員のほうでさせていただいて、その申請書が戸籍住民課だけ

ではなくて他の所得証明とかの税の部分でもそれが使えるように進めているとこ

ろですけれども、今のところ高齢者福祉では進んでないのですが、とても貴重なご

意見だと、お聞きさせていただきました。ありがとうございます。 

会長 ：はい、ありがとうございます。 

委員 ：資料 3は、これは本当に大事なことだと思います。細かい点はわかりませんが、最

近見ておりますと、例えば、お買い物に行っても、昔でしたら、旦那様がカートで

後をついておられたのですが、この頃おひとりの男性でも、ご老人の方ですけど、

ちゃんと自分のだと思うのですが、食事やいろんなものを買っていかれます。それ

を最近は本当に男性のご老人の方がしてみえるのがちょっと気になっています。

気になったというのは、やはりおうちの中で、そうしてお店に行って自分のものを

買っていかれて、たぶんご自分で作られるのだろうけども、それならいいんですけ

ど、それもなさらないでおうちの中で何もせずにしてみえる方がいるんじゃない

かなというふうに、いつも私はそれを思うのですね。10ページの権利擁護の「(2)

高齢者の虐待防止」というところ、「生活困窮者・自殺リスクの高い人を」という

言葉が出ていますが、外にも出られないことも多い人もいるし、地域としては民生

委員の方もいるだろうし、その人の生活をみておられる人もいるんでしょうし、老

人会の方もいるだろうと思いました。最近、よくそういうことを新聞で見たりしま

すので、お元気で松阪でもグループを作って自分たちで活動をしてみえて、包括支

援センターの人も最初はお手伝いに行くけども、その後は自分たちでやってもら

おう、というところがあります。だから、同じ生活をしていて差があるというのを

早く見つけないと、虐待防止の項目のところにあるようなことが起こってくるの

かな、と最近考えています。 

今日、見せていただいたのは、細かく見るといろいろとあるのかもわかりませんけ

れども、早くほしかったというのが正直なところです。 

会長 ：ありがとうございます。また、今日、じっくり見ていただいて、もしなにかありま
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したら後で事務局のほうにご連絡ただくようにお願いいたします。 

委員 ：私は、おひとり暮らしの方たちに料理を作らせていただいておりますが、やっぱり

そのメンバーも高齢化しまして、だんだん減る一方で、15～16 人いたのが今はも

う 8人で、料理をつくるのにはほとんど参加できない方がいらして、2人だけでや

ったりするときがあるのですね。私ももう 80に近くなりました。メンバーの中に

はもう 80を超えてらっしゃる方もみえます。その方たちは本当にベテランで、い

ろんなことを教えていただきながら私も 10 数年、ボランティアをしていますが、

本当に、若い方って言ったらおかしいですけど、もうお仕事を辞められて家にみえ

る方もいらっしゃいます。そういう方にお声をかけさせていただきますけれども、

案外に参加していただく方がいないという現状です。うちも主人が 80歳になりま

して、自動車の免許も返しました。私、最近思うのは、今私がまだ運転ができるの

で、お買い物やそういうものも行けますけれども、今、93 歳の方が私の近所にい

らっしゃるのですね。その方もひとり暮らしで、民生委員の方がお声はかけてはい

ただいていますけれども、一人でいると買い物に自分で行くのに、自動車を乗って

おられます。本当に危ないなと思いながらも傍で私も気をつけながらお声はかけ

させていただきますが、「人にこんなことは頼めないので、自分で行く」とおっし

ゃっておられるのを、今朝も、「誰も来てくれないので寂しい」とおっしゃってお

られました。いろんな勉強会にも私は初めて参加させていただきましたけれど、質

問するほど、私もそれだけの活動もできていないので、自分のことしか見えないし、

本当に近所のおひとり暮らしの方がいらっしゃって、民生委員の方もお声をかけ

ていただいている、とは思いますが、本当に誰も来てくれない、ということをおっ

しゃってみえましたので、お声のかからない方たちもいらっしゃるなというのも

最近つくづく感じております。以上です。 

会長 ：ありがとうございます。本当にご自分の生活とかですね、ご自分自身のことをおっ

しゃっていただくということが、この委員会の一番大事なところでございますの

で、どんどん、今こうだとか、こういうところが困っているとか、自分が、という

こともぜひご発言いただけたらなというふうに思っております。ありがとうござ

います。 

委員 ：6 ページですが、「口腔機能などの低下が疑われる分野に対応するよう介護予防教

室等の内容を見直します」と、実施施策の(2)で書いていますが、なかなか口腔ケ

アについての勉強会では人が集まらなかったり、きまった方ばかり、というお話を

以前お聞きしたのですが、今後は、やはりお口の状態をその方とお話をしたりしな

がら継続して確認してけるような、定期的にずっと追っていけるような、繋がりの

ある教室等へ見直していただけるとありがたいなと思いました。あと、もう 1 つ

が、新型コロナもあって、ご高齢の方がやっぱり出ていくけれども、なかなかまだ

お気持ち的に自粛的な感じのまま過ごされているというお話をよく聞きますので、
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できれば介護予防教室も他の教室もそうなのですが、新型コロナウィルスを考慮

した計画と書いてあるのですけれども、皆さんに告知していただくときに、しっか

りその辺りも書いていただいたほうが、皆さんもご参加していただきやすいのか

なというのを感じましたので、またお願いします。以上です。 

会長 ：ありがとうございます。薬剤師会代表の副委員長がご欠席ですので、また副委員長

のほうにはとくに薬剤師会のほうでこういうところ、例えばかかりつけ薬局のこ

ととかあればご意見をいただいて、ポイントの中に盛り込みたいことがあるかも

わかりませんので、聞いておきますのでお願いします。 

委員 ：すみません、少し皆さんの発言がなかなか聞きづらいところがありまして、ちょっ

と発言が重複している可能性があるかもわかりません。お許しをください。 

私が思うところが 3点ありまして。1つは認知症対応の初期集中支援チームの充実

というところですが、意見ですけど、病院で働いておりますと、認知症の患者さん

だけでなく、その支える家族の不安というのは計り知れないもので、ご相談を多く

いただくことが多い現状です。ですから、それをいかに周りがサポートするかとい

うところを、その人たちを支えられるような取り組みを強化していただきたいと

考えています。2つ目は、急性期の病院ですので、どうしても施設、在宅で看取り

っていうのが厳しい現状になっていて、救急病院のほうに運ばれて最終的に亡く

なるという方がやはり多いです。先ほども発言がありましたけれど、やはり皆さま

は自宅で最期を遂げたいというか、自宅で最期を終わりたいという希望が本当に

多い中で、いかに在宅並びに施設のほうで看取りをできるか、その仕組みを強化し

ていただきたいと思っております。急性期の病院に来ていただくっていうのは全

く大丈夫ですけれど、それでも本来患者さんはそれを望んでいただろうかとか、医

師並びに看護師、他の職員の者たちはそこに疑問をやはり抱くことがありますの

で、いかに意思決定を事前にしておくか、家族との話し合いを許可していくかって

いうところを、ぜひ評価していただきたいなと思っております。あと、今、新型コ

ロナウィルスで、やはりこのようにして人と人とのつながりが希薄な状況の中、じ

ゃあその対応を一体どうしたらいいか、これをきっかけとして人とのコミュニケ

ーションのあり方とか、研修会のあり方とかっていうのを試されているのが本当

に現状です。でも、みんなやっぱり人とつながりたいし、そこをいかに強化してい

くか、どういうふうにしたらよいのか。IT を活用するという発言もありましたけ

れど、本当にこれをきっかけにどう見つめるか、高齢者の方はまさしく大事な部分

かな、若い人は本当に ITで簡単に繋がることはできますけど、それができない状

況の中をいかに支えていくかっていうところを検討していただきたいと思いまし

た。すみません、意見だけですけれど、以上です。 

会長 ：ありがとうございます。急性期の現場はご苦労されているのでしょうね。大変です

か。 
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委員 ：ありがとうございます。はい、そうですね、大変です。明日、コロナ対応というこ

とで、看護の中で、本来なら顔の見える関係ということで、看護師間で研修会を集

まってする予定だったのですが、明日リモートを使いまして、開業医の先生たちの

ところで働いてみえる看護師さん、施設で働いている看護師さん、病院で働いてい

る看護師さんたちに、研修をさせていただくことになりました。最初、どれぐらい

の人数が集まるかなと思っていたのですが、150名近くご希望いただきました。本

当に皆さん今コロナで大変な思いをしているのが、すごく伝わってきましたので、

ぜひそれで、顔は見えないけれど、思いは伝わりながら強化していきたいと思って

いますので、その部分も看護師として、そういう研修会も松阪地区管内でやれれば

いいかなと、看護師だけでなくやれればいいかなというふうに思っています。そう

することで松阪市の皆さまを支えられるという思いでいます。以上です。 

会長 ：ありがとうございます。引き続きよろしくお願いいたします。皆さん、一巡と言っ

たら申し訳ありませんけど、ちょっと皆さまにご意見をいただきまして。まだ時間

はございます。何かあれば、いかがでしょうか。 

委員 ：先ほどお話ありました、コロナウィルスに対する感染者対策ですね、介護事業所、

介護施設側からということで 2 点ほどお願いをさせていただければと思います。

12ページのところですけれども、「(2)高齢者の安心安全対策」、次期計画に盛り込

みたいポイントという形でお願いしたいのは、2つ目と 3つ目ですね。福祉避難所

の関係のこと、それから災害時の新型感染症対策、これはもうぜひセットで考えて

いただきたいということです。関係機関、医師会様とかですね、医療機関、総合病

院さん等、それから松阪保健所さん、それから安全防災課でしたか、松阪市さんの

部署、関係部署とですね、しっかり連携をとっていただいて、セットで進めていた

だきたいというふうに感じております。そういう意味では、国のほうの審議会のほ

うでもですね、第 2 ラウンドが始まって、この災害それから感染症対策っていう

のは非常に重要な分野の横断的なテーマとして、今回取り上げられていますので、

ぜひ次期計画においても、この辺りしっかりとポイントを置いていただければと。

それの絡みで 13ページの「(2)介護給付の適正化」のところですけれども、直接関

係はないのですけど、例えば「⑤介護相談員の派遣」、これについては実は権利擁

護の意味からも非常に重要な事業だと私は思っています。介護保険の制度が始ま

った当初から私どもの施設もこれ請負でしていたのですが、たぶん、今年の 1月 2

月、感染症によってですね、受け入れ施設がかなり激減しているのではないかと思

います。今現在、それがどうなっているかっていうところと、こういうような状況

で面会制限等がある施設等に対して、そこに入所されている利用者さまに対して

どういうふうに権利擁護を引き続き行っていくのかなっていうところもですね、

何かしら対策を練っていかなければいけないのでは、と思っております。この辺り

も含めて感染症対策というところですね、一緒に考えていただければと思います。
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以上でございます。 

会長 ：ありがとうございます。 

委員 ：私も委員と同様、皆さんの音声のほうが聞き取りづらくて、内容がダブっているか

もしれないので、申し訳ないのですが、質問させていただきます。 

地域包括ケアの部分でもう少し知りたいところがあって、多職種連携で、いろんな

医療とか福祉の関係者の方が連携している部分はわかったのですが、地域で予防

活動をやったり高齢者の社会参加という部分で、サロンとか認知症患者の場の主

催者もおられると思うのですけど、そういった方々が地域包括ケア会議に参加さ

れることはあるのでしょうか。 

事務局：ありがとうございます。地域ケア会議に介護予防の集いの場に関わるような担い手

の方や専門職等の関係者が参加することはあるのでしょうかということでよかっ

たでしょうか。地域ケア会議にリハビリ職の PTの先生が、理学療法士の先生がい

らっしゃったということがございますが、頻繁ではないです。数えるぐらいで少な

いというのが現状です。それから、地域の集いの場であるとか、そこに関わってお

られる方の参加につきましては、地域包括支援センターがしている地域ケア会議

の中にはおひとり暮らしや生活が困難な虚弱な高齢者の方の見守りをどうしてい

けばいいかというような課題でやっていただいているときがありまして、その会

議には近くの住民の方であるとか、民生委員さんであるとか、商店にお勤めの方と

か、そんな方も一部ご参加をいただいているという場合がありますが、まだまだそ

ういう例が多いとは言えないかなと思います。これから進めていきたいなと思い

ます。 

委員 ：私は急性期の病院でも働いていたり、今は地域の仕事とか、在宅の仕事をさせてい

ただいているのですが、急性期病院とか回復期病院からご自宅に帰られる場合で

あったり、在宅での治療を進めていくにあたって、ご自宅の中とか地域の中での目

標づくりっていう部分に取り組まないといけないことが多くて、地域の中にどう

いう活動の場所があるのか、その人が地域の中で何か活躍できる場所になるもの

があるかどうかという情報源が、なかなか病院にいるときでも、今地域の中で活動

している中でも、自分の中に入っていきづらい部分があって、ケアマネージャーさ

んに相談もしたりするんですけど、やっぱりこのことを知ってらっしゃる方がす

ごく少なくて、もしそういう地域の包括ケア会議でそういった方々も参加してい

ただく機会があるんであれば、病院から地域に戻るときであったり、地域から地域

の活動を探していくときであったりとか、まず関係づくりからとは思っていて、全

体の会議の中で地域との関係づくりも含めて、医療職とか福祉職がつながってい

ける環境づくりがあると、もっと今後、医療職とか福祉職とかと関わっている人が

直接地域の中で連携していける部分の懸け橋になっていくのではないかなと思っ

ていて、もしそういうことができるのであれば僕たちも協力していきたいので、ま
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たそういう機会があれば教えてください。 

会長 ：ありがとうございます。わかりました。すごくよくわかりましたので、行政とも相

談しまして、そういう場っていうのはいくつかあると思いますので、そこに委員も

連絡をして出席していただくとか、またご説明したいと思います。もしよろしけれ

ば、私がたぶん知っているほうだと思いますので、ご説明したいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

委員 ：よろしくお願いします。 

会長 ：ありがとうございました。他いかがでしょうか。先ほども何度も申し上げておりま

すように、今回こういう資料がぽっと出まして、よくよくまたおうちに帰ってご覧

いただきまして、何かありましたら、よろしいですよね、事務局のほうへご連絡い

ただいたら。ということですので、またそれを次のこの会議で、1か月に 1回の会

議になっておりますのでご説明をさせていただきたいと思います。 

それでは、この件につきましてこれぐらいで終わらせていただきまして、その他の

項について移りたいと思いますけど、何かございましたら事務局説明お願いでき

ますか。事務局の説明お願いいたします。 

4.その他 

請願第 7号【当日資料 4】 

（事務局説明） 

会長 ：ありがとうございます。今日、こういうのを皆さん見ていただいて、本当にタイト

ですので、事務局のほうはこれから 10月 11月 12月と大切なことを短期間で決め

ていかなければならないということで、ここに今日請願をいただいています。委員

会としても真摯に受け止めて、議論をし尽くしたいと思いますので、またご協力の

ほうぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 

5.次回の委員会開催日程について 

会長 ：それでは議事について終わりましたので、何か事務局ございますか。次回の日程と

かございましたらお願いいたします。 

事務局：それでは次回の日程についてご案内させていただきます。第 5回策定委員会につき

ましては、10月の開催予定となっておりますので、候補日を 10月 29日木曜日か、

30日金曜日で考えております。時間は午後 1時 30分からとなります。どちらかご

都合の悪い日がございましたら、お帰りの際、事務局にお知らせいただきたいと思

います。ご欠席の少ない日で決定したいと思います。会場は、10月 29日木曜日の

場合は、市役所市議会第 3第 4委員会室となります。また、10月 30日金曜日の場

合は、こちらと同じ会場になります。次回第 5回策定委員会では、本日ご審議いた

だきました、松阪市第 9 次高齢者保健福祉計画及び第 8 期介護保険事業計画の基

本理念、基本的な考え、基本的施策及び施策体系を踏まえた施策・事業の展開につ
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いて提示させていただき、委員の皆さまからご意見を頂戴したいと考えておりま

すので、ご多忙の中、申し訳ございませんが、次回もよろしくお願いいたします。 

では、最後に 1つご連絡させていただきます。明日から配布の広報まつさか 10月

号に、「安心のまちづくりのために「第 63回高齢者の暮らしを考える」」の特集と

して、松阪市高齢者保健福祉計画等策定委員会が掲載されていますのでご覧くだ

さい。事務局からは以上です。 

 

6.閉会 

会長 ：それでは第 4 回の松阪市高齢者保健福祉計画策定委員会を閉会させていただきま

す。委員の皆さまご苦労様でした。ありがとうございました。 


